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１．2021年３月期第２四半期の業績（2020年３月 21日～2020年９月 20日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年３月期第２四半期 2,398 △29.2 △49 － △25 － △37 － 
2020年３月期第２四半期 3,386 △3.2 17 △24.2 47 △11.7 26 △31.3 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり四半期純利益 

 円  銭 円  銭 

2021年３月期第２四半期 △16.20 － 
2020年３月期第２四半期 11.67 － 

 

（２）財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2021年３月期第２四半期 4,146 2,825 68.1 1,235.70 
2020年３月期 4,555 2,775 60.9 1,213.84 

(参考)自己資本 2021年３月期第２四半期         2,825百万円 2020年３月期         2,775百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭    
2020年 ３月期 － 0.00 － 30.00 30.00    
2021年 ３月期 － 0.00       

2021年 ３月期(予想)   － － －    

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

２．2021年３月期の期末配当につきましては、現時点で未定です。 

 

３．2021年３月期の業績予想（2020年３月 21日～2021年３月 20日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％  円   銭 

通  期 6,000 △7.4 △17 － 33 △54.2 21 △74.1 9.23 

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 

 
 
 



 

  

※注記事項 
 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 

 
 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2021年３月期２Ｑ 2,340,000株 2020年３月期 2,340,000株 

② 期末自己株式数 2021年３月期２Ｑ 53,513株 2020年３月期 53,513株 

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2021年３月期２Ｑ 2,286,487株 2020年３月期２Ｑ 2,286,458株 

 

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま

た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績

予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報

（3）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じつつ、社会経済活動の

レベルの引き上げが徐々に進み、各種政策の効果や海外経済の改善もあり、極めて厳しい状況から持ち直しに向か

うことが期待されるものの、引き続き新型コロナウイルス感染症が国内外経済に与える影響については、十分な注

意が必要な状況が継続しております。

 当機械工具業界におきましても、新型コロナウイルスの感染拡大の影響は大きく、製造業で生産調整や一時帰休

などが実施され、生産・出荷量が過去最低の水準まで落ち込みました。７月以降は、国内での自動車部品の生産が

一部持ち直しの動きが見られましたが、生産・出荷量は依然として低く、本格的な回復には至りませんでした。

 このような状況のもと、当社は、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じた上で、あらゆる時代の変化に対応

し勝ち残ることが出来る強靭な企業体質の構築を目指し、「利益体質の強化・利益率の改善」、「差別化政策の推

進」に取り組んでおります。しかし、新型コロナウイルスの感染防止対策による営業の訪問自粛や展示会等の中止

により、十分な営業活動を行えない厳しい状況となりました。

 以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高2,398百万円（前年同期比29.2％減）となりました。損益

面では、業務効率の向上、コスト低減に努めましたが、売上高の大幅落ち込みにより、営業損失49百万円（前年同

期は営業利益17百万円）、経常損失25百万円（前年同期は経常利益47百万円）、四半期純損失37百万円（前年同期

は四半期純利益26百万円）となりました。

 

 取扱商品別売上高の内訳は、下記のとおりです。 

商 品 分 類 売 上 高 前 年 同 期 比 増 減 率

機 械

工 具

産 機

伝 導 機 器

そ の 他

57百万円

612百万円

1,196百万円

240百万円

291百万円

△80.8％

△27.5％

△24.3％

△18.4％

△20.6％ 

合 計 2,398百万円 △29.2％

 なお、セグメントについては、当社は機械、工具及び産業機械・器具等の販売事業の単一セグメントであるた

め、記載しておりません。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、以下のとおりです。

① 資産、負債および純資産の状況 

（資産）

 当第２四半期会計期間末における総資産は、4,146百万円となり前事業年度末に比べ、408百万円減少しました。

この主な要因は、流動資産において、現金及び預金が22百万円、受取手形及び売掛金が424百万円、電子記録債権

が145百万円の減少となりました。投資その他の資産においては、繰延税金資産が21百万円減少しましたが、投資

有価証券は時価の増加により228百万円の増加となりました。

（負債）

 当第２四半期会計期間末における負債合計は、1,321百万円となり前事業年度末に比べ、458百万円の減少となり

ました。この主な要因は、流動負債において、支払手形及び買掛金が358百万円、電子記録債務が83百万円、未払

法人税等が29百万円の減少となり、固定負債では繰延税金負債が54百万円の増加となりました。

（純資産）

 当第２四半期会計期間末における純資産は、2,825百万円となり前事業年度末に比べ、49百万円の増加となりま

した。主な要因は、四半期純損失の計上37百万円と配当金の支払い68百万円により利益剰余金は105百万円の減少

となりましたが、その他有価証券評価差額金が155百万円の増加となりました。

 なお、当第２四半期会計期間末における自己資本比率は68.1％となり、前事業年度末に比べ、7.2ポイント上昇

しております。
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② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ

22百万円減少して、291百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は51百万円（前年同期比50.6％減）となりました。その主な要因は、税引前四半

期純損失25百万円、仕入債務の減少額442百万円、法人税等の支払額33百万円等の資金減少要因がありましたが、

一方で、売上債権の減少額570百万円等の増加要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、得られた資金は0.6百万円（前年同期は９百万円の使用）となりました。その主な要因は、投

資有価証券の取得による支出11百万円等の資金減少要因がありましたが、投資有価証券の売却による収入４百万

円、貸付金の回収による収入２百万円等の増加要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は74百万円（前年同期比43.0％増）となりました。その主な要因は、配当金の支

払額68百万円及びファイナンス・リース債務の返済による支出６百万円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2021年３月期通期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響等先行き不透明な経済情勢を踏

まえ、現在精査中であり、2020年４月30日付決算短信で公表いたしました業績予想を据置いております。 

 なお、業績予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は国内外の景気動向に

加え、新型コロナウイルス感染症の収束時期や影響範囲等様々な要因により大きく変動する可能性があり、業績に

影響を及ぼす事象が生じた場合には速やかに公表いたします。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2020年３月20日) 
当第２四半期会計期間 
(2020年９月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 314,505 292,098 

受取手形及び売掛金 1,838,600 1,413,692 

電子記録債権 530,369 384,827 

商品 247,920 238,865 

その他 13,091 10,219 

貸倒引当金 △710 △460 

流動資産合計 2,943,778 2,339,244 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 83,369 80,726 

土地 162,022 162,022 

その他（純額） 25,921 21,070 

有形固定資産合計 271,313 263,819 

無形固定資産 11,009 9,740 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,165,532 1,394,035 

繰延税金資産 21,199 － 

その他 153,319 151,519 

貸倒引当金 △10,264 △11,420 

投資その他の資産合計 1,329,787 1,534,134 

固定資産合計 1,612,110 1,807,695 

資産合計 4,555,888 4,146,939 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,058,958 700,123 

電子記録債務 462,441 378,885 

未払法人税等 42,000 12,084 

賞与引当金 13,900 7,200 

役員賞与引当金 8,900 － 

その他 111,579 91,720 

流動負債合計 1,697,780 1,190,014 

固定負債    

退職給付引当金 3,082 458 

役員退職慰労引当金 51,600 54,400 

繰延税金負債 － 54,121 

その他 27,986 22,539 

固定負債合計 82,669 131,519 

負債合計 1,780,449 1,321,533 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2020年３月20日) 
当第２四半期会計期間 
(2020年９月20日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,017,550 1,017,550 

資本剰余金 1,174,661 1,174,661 

利益剰余金 660,209 554,564 

自己株式 △36,931 △36,931 

株主資本合計 2,815,489 2,709,844 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 △40,050 115,561 

評価・換算差額等合計 △40,050 115,561 

純資産合計 2,775,439 2,825,405 

負債純資産合計 4,555,888 4,146,939 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2019年３月21日 
 至 2019年９月20日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2020年３月21日 

 至 2020年９月20日) 

売上高 3,386,149 2,398,765 

売上原価 2,916,303 2,053,683 

売上総利益 469,845 345,082 

販売費及び一般管理費 452,611 394,918 

営業利益又は営業損失（△） 17,234 △49,836 

営業外収益    

受取配当金 9,533 8,139 

仕入割引 23,241 19,732 

その他 2,312 1,267 

営業外収益合計 35,088 29,139 

営業外費用    

支払利息 696 495 

支払手数料 2,382 2,560 

不動産賃貸費用 1,362 1,055 

為替差損 54 107 

その他 415 276 

営業外費用合計 4,910 4,495 

経常利益又は経常損失（△） 47,411 △25,192 

特別損失    

投資有価証券売却損 － 683 

特別損失合計 － 683 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 47,411 △25,876 

法人税、住民税及び事業税 19,870 5,545 

法人税等調整額 864 5,629 

法人税等合計 20,734 11,174 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 26,676 △37,050 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2019年３月21日 
 至 2019年９月20日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2020年３月21日 

 至 2020年９月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△） 
47,411 △25,876 

減価償却費 9,613 8,762 

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,700 △6,700 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,300 △8,900 

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △2,623 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,950 2,800 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △50 906 

受取利息及び受取配当金 △10,151 △8,605 

投資有価証券売却損益（△は益） － 683 

支払利息 696 495 

売上債権の増減額（△は増加） 284,167 570,449 

たな卸資産の増減額（△は増加） 12,098 9,054 

仕入債務の増減額（△は減少） △242,371 △442,391 

その他 21,434 △20,082 

小計 113,799 77,972 

利息及び配当金の受取額 8,794 7,450 

利息の支払額 △696 △495 

法人税等の支払額 △16,989 △33,152 

営業活動によるキャッシュ・フロー 104,907 51,775 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 △22,075 △11,022 

投資有価証券の売却による収入 － 4,316 

貸付けによる支出 － △360 

貸付金の回収による収入 1,681 2,925 

その他 11,043 4,776 

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,350 634 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 100,000 100,000 

短期借入金の返済による支出 △100,000 △100,000 

配当金の支払額 △45,587 △68,383 

自己株式の取得による支出 △45 － 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △6,698 △6,433 

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,331 △74,817 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 43,225 △22,407 

現金及び現金同等物の期首残高 148,369 313,923 

現金及び現金同等物の四半期末残高 191,594 291,516 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 

 

（追加情報）

 当社は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、主要な取引先の減産や営業活動自粛による売上高減少の

影響を受けております。

 なお、新型コロナウイルス感染症の収束時期は不透明であり、かつ、影響について不確定要素が多いことから、

当社の第３四半期会計期間以降の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありますが、当第２四半期会計期

間において、前事業年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮

定について重要な変更はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自 2019年３月21日 至 2019年９月20日）及び当第２四半期累計期間（自 2020年

３月21日 至 2020年９月20日） 

 当社は、機械、工具及び産業機械・器具等の販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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